
「なにを作るか」
マテリアルズインフォマティクス

RXプラットフォーム構築事業の構想
　NAISTが進めるRXサイクルは、研究空間をフィジ
カル空間とサイバー空間の両方へ拡張し、電子ラボ
ノートを使用してデータの統合と管理を行い、研究結
果から抽出された知見を迅速に次の研究の方向性決
定に還元して取組を加速する研究手法の改革です。
　本事業は、世界に先駆けてRXサイクルのプラット
フォームを構築することによって、研究の好循環の仕
組みを確立し、本学が令和3年度に設立したデータ
駆動型サイエンスコンソーシアムとも連携して社会実
装を強化することによって、新技術・新産業の創出を
目指していきます。

奈良先端科学技術大学院大学 RXRXプラットフォームの構築事業
リサーチトランスフォーメーション

【RXサイクルの概念 ―新材料創成への適用例―】

【RXサイクルの実装のイメージ】

「なにが出来ているか」
計測インフォマティクス プロセスインフォマティクス

「どう作るか」
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奈良先端科学技術大学院大学（Nara Institute of Science and Technology 以下、NAIST）は、
文部科学省から概算要求・教育研究組織改革事業の採択を受け、令和５年度より、
「リサーチトランスフォーメーション（RX）プラットフォームの構築事業」を推進しています。

NAISTが本事業によって目指す大学のあるべき姿
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RXサイクルによる社会実装の強化 【研究の好循環の仕組みの確立と新産業※の創出】
※従来の機能の深堀ではなく、計測・設計・合成を担う部門間の強固なデータ連携によって実現する新技術を基にした産業を創出
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データ駆動型サイエンス創造センター
全学的にRXサイクルの実践を主導する（令和５年度整備）

データ駆動型サイエンス創造センターの役割

RXプラットフォーム戦略推進会議
全学的にRXサイクルをマネジメントする司令塔の役割を担う
（令和5年度設置）

RXプラットフォーム戦略推進会議の役割

令和5年度

令和6年度

令和7年度

令和8年度

令和9年度

・ 全学RXサイクルの司令塔となるRXプラットフォーム戦略推進会議の設置
・ RXサイクルを主導するデータ駆動型サイエンス創造センターの整備
    １）前年度までの社会実装部門をRX実装部門に改編
    ２）計測インフォマティクス研究分野の強化（本分野の第一人者を本事業によって措置）

・ 実務家教員の措置による全学部門間連携の強化

・ 効果検証に基づく取組の見直し
・ 教育研究改革の展開と波及効果の創出

RXプラットフォームの立ち上げ、稼働

RXプラットフォームの実務の強化

RXサイクルの研究システムを国際展開

RXプラットフォーム構築事業の効果の検証（中間評価）

・ RXプラットフォームによる研究の好循環の仕組みの確立
・ 社会実装の強化による新技術・新産業の創出（大型コンソーシアムの定常的な稼働）

事業成果の創出

・ 海外教員を措置し、海外研究機関との連携を強化することにより、RXサイクルによる研究システムの改革を
国際的に展開

RXプラットフォーム構築事業のロードマップ（事業計画）

RXプラットフォーム構築事業の推進体制


